
１　教育活動

重点項目 判定基準
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Ｃ、Ｄの場
合は工夫改
善を図る。

Ｃ、Ｄの場
合は工夫改
善を図る。

①主体的・対
話的で深い
学びの充実
（病棟訪問教
育）

コミュニケーションに配慮した指導・支援を行い、事例検討会
や記録の活用を通して、指導・支援の改善が見られたと考え
る教員の割合が、
Ａ：８０％以上
Ｂ：７０％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ｃ、Ｄの場
合は工夫改
善を図る。

①授業力向
上・ICT等の
効果的な活
用
（教務課）

ＩＣＴ等を活用した研究授業や改善授業をとおして、授
業目標の達成につなぐことができた教員の割合が
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

(２)教員の専
門性の向上
及び働き方
の工夫

成果：時間外勤務時間を減らすことができたと回答した教員は、６９％であり、中間評価
と同じ結果となった。行った業務改善について、時間を意識して勤務時間内に業務を行う
よう工夫をしたことが多く、学校全体でみれば改善に繋がった。また昨年度より教材研究
にかける時間が増えている。
課題：業務改善ができなかった理由について明確ではない人もいたが、分担した業務に
は、工夫をしても他の人に任せることが難しいものがあるという意見があった。
改善策：今年度行った業務改善を共有し、今後の参考にする。業務分担の負担感軽減は難
しい面があるが、新規業務を取り入れる際は、既存業務の効率化を念頭に見直しを進め
る。また、定時退校日をより有効に活用し、勤務時間を意識した取り組みとなるようにす
る。

成果：ICT機器を活用して授業目標の達成につなぐことができたとした教員の割合が９４％
でＡ評価（中間評価５６％でＤ評価）であった。
課題：ICT機器を活用することが授業目標の達成につながるというわけではないが、児童生
徒の主体的・対話的で深い学びにつながるように、ICT機器を含めた教材・教具の効果的な
活用について今後も検討、工夫していくことが大切になる。
改善策：小中高等部では、引き続き児童生徒の主体的・対話的で深い学びを目指し、効果
的な教材・教具の活用についての工夫を重ねていく。病棟訪問教育では、ベッドサイド学
習という制約があるが、児童生徒にわかりやすい授業を行うためにICT機器等を活用しての
創意工夫や実践がより必要となる。

病種理解のための校内研修会を受け、児童生徒への対応
や指導に活かすことができた教員の割合が
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

成果：アンケートでは指導に活かすことができたとする教員の割合は１００％（中間評価
５０％）で、病種理解や病状理解の研修等が有効であったと考えられる。
課題：児童生徒一人一人の実態に即した病種理解は、本校教員にとって不可欠である。毎
月の校内研究会や事例検討会での話し合いや情報共有、病院からもたらされる情報等を、
児童生徒の指導に今後も生かしていきたい。
改善策：引き続き積極的に研修を行い、児童生徒理解に努めていきたい。

令和２年度　学校経営計画に対する最終評価

具体的取組 実現状況の達成度判断基準 結果    分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）

①主体的・対
話的で深い
学びの充実
　（小中高）

授業に自ら取り組み、授業内容を理解できたとする児童
生徒の割合が
Ａ：８０％以上
Ｂ：６０％以上
Ｃ：５０％以上
Ｄ：５０％未満

(１)生きる力
の育成

成果：小中高等部では「Ａ：よくあてはまる」が５０％「Ｂ：ややあてはまる」が２５％
「Ｃ：あまりあてはまらない」が２５％で、ＡＢ評価７５％であった。児童生徒は概ね授
業に前向きに取り組み、授業内容を理解している様子が見られるが、一部の児童生徒はＣ
評価であり十分とは言えない。
課題：児童生徒の学習空白の状況を把握して授業に臨むとともに、引き続き児童生徒が前
向きに授業に取り組めるように、主体的・対話的で深い学びを意識した授業の工夫に取り
組んでいく必要がある。
改善策：今後も教材研究をしっかりと行い、授業改善を図っていく。

成果：記録の活用によって改善した点や今後改善すべき点について話し合い、継続的な授
業改善を行うことができた。小中高の授業担当の応援を得て以降は小中高の教員も病棟訪
問教育の事例検討会に出席し情報の共有を行った。アンケートでは病棟訪問教育の全教員
が「指導・支援の改善が見られた」としている。毎月の事例検討会や校内研究会において
ビデオ分析を交えて丁寧に検討を続けてきた成果であると思われる。
課題：事例検討会や校内研究会では、より個のめあてを意識した話し合いを行う。
改善策：個別の指導計画をより意識した事例検討や記録に基づく話し合いを行い、児童生
徒の指導・支援にも生かしていくことが大切である。

Ｃ、Ｄの場
合は工夫改
善を図る。

③効率的な
校務処理の
推進
（教頭）

効率よく業務に取り組み、業務改善を行って時間外勤務時間
を
減らすことのできた教員の割合が
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場
合は工夫改
善を図る。

②病種理解
のための研
鑽
（教務課）
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成果：アンケートでは１００%の教員が個々に応じた支援を行うことができたと回答した
（中間評価100％）。前籍校や病院等と話し合いをもち、個々の課題に応じた支援を行うこ
とができた。
課題：引継ぎの際には、病院も交え指導・支援についてより具体的なところまで引継ぎし
ていく必要がある。
改善策：児童生徒の実態に応じて、前籍校や病院、保護者等と連携を密に取っていく。

成果：小中学校病弱・身体虚弱特別支援学級担当者にアンケート調査を実施し定期的に電
話で連絡を取り合い情報交換や悩みを聞くことをとおし繋がりを維持することができた。
課題：感染対策のため予定していた担当者会が実施できず直接顔を合わすことが出来な
かった。また担当者が毎年替わる学校が多く、継続して繋がりを深めていくことが難し
い。
改善策：今後も小中学校病弱・身体虚弱特別支援学級担当者等と定期的に連絡を取り合
い、繋がりを維持し深める。また、状況に応じてZoom等を活用し直接顔を合わせる機会を
設けることを検討する。

成果：コロナ禍の中にあって、１回ではあるが外部講師による「心の病気」をテーマとし
た講演会・研修会を実施し、例年より多くの外部参加者を集めることができた。参加者の
評価も好評であった（外部参加２１名中、「とても参考になった」１４、「参考になっ
た」７）。
課題：参加者の学校種が様々で、講師と相談の上講演会の内容を概説的なものにした。よ
り具体的な支援についての内容を求める参加者もいた。
改善策：公開を前提とした講演会であり概説的な内容になるのはある程度致し方なく、参
加者から聞きたい内容について情報収集を図り、講師と打ち合わせを重ねながらより有意
義な研修会としていきたい。

電話等連絡を取り合う機会が各学校
Ａ：３回以上あった
Ｂ：２回あった
Ｃ：１回あった
Ｄ：なかった

前籍校・病院等と連携し、個々に合わせた支援を行うこ
とができた教員の割合が
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場
合は工夫改
善を図る。

Ｃ、Ｄの場
合は工夫改
善を図る。

(２)前籍校・
病院等との
連携

①児童生徒
に即した支援
の充実
（小中高）

(１)小・中・高
等学校・特
別支援学
校・関係機
関との連携

①教育機関・
他機関との連
携
（コーディ
ネーター、専
門相談員）

２　センター的機能

②小中高等
学校・特別支
援学校等へ
の情報提供
（教務課）

講演会・研修会の内容が参考になったと回答した外部参
加者の割合が
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

Ｃ、Ｄの場
合は工夫改
善を図る。

   分析（成果と課題）及び次年度の扱い（改善策等）実現状況の達成度判断基準 結果具体的取組

成果：報告・周知できたとアンケートで回答した教員が１００％（中間評価１００％）で
あった。昨年度に引き続き、些細な事例でも報告・周知することが大きな事故の未然防止
につながることが教職員間で意識できていると考える。報告数はＲ元年度が４７件、Ｒ２
年度が４９件（２月１２日現在）で、昨年度より増加している。
課題：今年度もヒヤリハットの内容は忘れ物が多数を占めていた。教員間で声をかけ合
う、長期休業明けはより気をつけて行動する等を行ったが改善には至らなかった。
改善策：教職員に改善策を募り、長期休業明け等の件数が増える時期に特に実践してい
く。

成果：ホームページや学校だより等の学校からの情報発信により新しい情報を得ることが
できたと回答した保護者は「Ａ：よくあてはまる」６９％、「Ｂ：ややあてはまる」３
１％を合わせて１００％であった。ホームページに関しては、閲覧したことがある保護者
が６３％と、昨年よりも少し増加した。
課題：行事や面会の制限のある中、児童生徒の様子や教育活動を知ってもらう機会は今後
も必要である。
改善策：ホームページの周知とともに、内容の充実やタイムリーな情報発信ができるよう
にする。

成果：児童生徒は全員が安全防災に関する授業等の振り返りで、避難行動ができると思う
と回答した。コロナ禍ではあったが、可能な内容で教職員向けの研修会・訓練等を実施
し、全員が行動できると思うと回答した。
課題：安全防災に関する研修について病院と連携して実施し、コロナ対応も含めてより現
実に合うように改善を図ることが必要である。
改善策：継続して安全防災対策を行うが、今までと同じ方法、内容ではなく、想定外や予
告なし等の訓練も合わせて実施していく。

Ｃ、Ｄの場
合は工夫改
善を図る。

①ヒヤリ
ハットの活
用
（指導課）

ヒヤリハットの報告・周知を行うことができた教員の割合が
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

(４)保護者、
病院、地域と
の連携

①教育活動
への理解の
ための広報
活動の推進
（総務課）

学校だよりやホームページにより、学校における新しい情報を
得ることができたと回答した保護者の割合が
Ａ：９０％以上
Ｂ：８０％以上
Ｃ：７０％以上
Ｄ：７０％未満

(３)安心安全
な学校作り

Ｃ、Ｄの場
合は工夫改
善を図る。

②安全防災
対策の充実
（指導課）

安全防災に関する授業や研修等を受け、訓練において実際
に判断し行動できた児童生徒・教職員の割合が
Ａ：８０％以上
Ｂ：７０％以上
Ｃ：６０％以上
Ｄ：６０％未満

Ｃ、Ｄの場
合は工夫改
善を図る。


